
表
紙
に
使
用
し
て
い
る
画
像
は
、
小
川
和
紙
の
﹁
透
か
し
入
り
和
紙
︵
青
海
波
︶﹂
で
す
。
青
海
波
と
は
半
円
形
を
同
心
円
状
に
重
ね
た
波
形
の
模
様
の
こ
と
で
、
伝
統
的
な
和
柄
の
１
つ
で
す
。

読 む伝える

新生「小川中学校」と学校再編
一般質問 「８議員」の視点

 「物価高騰対策」の早期実現へ

P. 2～3

P. 6～10

P. 11

紙面で

議会の紹介

こ
ど
も
ま
ん
な
か

小川中学校編

見 る魅せる動画で

令和7年12月定例会
会期：12月3日～11日No.118

発行…埼玉県小川町議会 2 0 2 6 .  2 .  1  発  行 

小川中学校生徒会役員の皆さん

わ

い

が

ぎ
か

こどもまんなか（小川中学校編）裏表紙に関連記事
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次ページは

「条例改正ほかの質疑」

令和７年４月、西中学校と欅台中学校が統合し「小川中学校」が誕生しました。様々な違いを乗り令和７年４月、西中学校と欅台中学校が統合し「小川中学校」が誕生しました。様々な違いを乗り 越え２つの中学校がひとつになって８か月、開校記念式典が行われました。越え２つの中学校がひとつになって８か月、開校記念式典が行われました。

““居心地のいい学校にしたい居心地のいい学校にしたい””とは取材で受けた生徒会役員の声。そのためには児童生徒の安全安とは取材で受けた生徒会役員の声。そのためには児童生徒の安全安 心と学校生活の充実に向けた教育環境の整備が求められます。心と学校生活の充実に向けた教育環境の整備が求められます。

令和12年４月の東中学校統合まで再編計画は進む。令和12年４月の東中学校統合まで再編計画は進む。

郷土の誇り この胸に 根を張り 育ち 大空へ（校歌歌詞から）

令和12年度までの再編を見据え、小学生のスクールバスを含めた登下

校の在り方は重要課題である。児童生徒数の減少・校舎の老朽化・教職

員の計画的な人事等、教育環境を取り巻く課題は多い。議会は優先順位

を持って、諸課題の解決に向け取組を続ける。

今後の再編を見据えてGikai's eye

学校再編計画の流れ

特集 進む町立学校の再編

保護者の声保護者の声
・�２つの学校、それぞれの違い・�２つの学校、それぞれの違い
を知ることから始まりました。を知ることから始まりました。
・�「今までこうだったからこうしよ・�「今までこうだったからこうしよ
う」ではなく「新しい学校なのう」ではなく「新しい学校なの
だから」と、いいとこ取りをしだから」と、いいとこ取りをし
ながら進めています。ながら進めています。

臭気臭気

天井の天井の
シミ・カビシミ・カビ

遠距離・急坂遠距離・急坂

体育祭

２校の
違い 校庭のぬかるみ・校庭のぬかるみ・狭さ狭さ

資源回収

♫ ♪

生徒の声生徒の声
体育祭の種目やルールを合わ体育祭の種目やルールを合わ
せるのが大変だったけれど、３せるのが大変だったけれど、３
年生がまとめてくれた。行事を年生がまとめてくれた。行事を
通して仲良くなれた。通して仲良くなれた。

残る
課題

生徒の声生徒の声
残念なのは、トイレが古く、残念なのは、トイレが古く、
通学が大変なこと。通学が大変なこと。

（
校
歌
）

欅
が
見
守
る
　
学
び
舎
に

夢
を
抱
い
て
　
空
を
見
る

郷
土
の
誇
り
　
こ
の
胸
に

根
を
張
り
　
育
ち
　
大
空
へ

武
蔵
野
の
地
に
　
萌
え
立
つ
若
葉

進
み
ゆ
く
　
小
川
中
学
校

夢があるからこそ夢があるからこそ
つまずきがある。つまずきがある。
自分を信じて自分を信じて
      前進を。      前進を。

誇りを持って誇りを持って
新たな学校を築き、新たな学校を築き、
校歌を歌い継いで校歌を歌い継いで
　ほしいです。　ほしいです。

和紙の楮や稲穂和紙の楮や稲穂
をデザインしましをデザインしまし
た。挑戦するこた。挑戦するこ
  とが大切！  とが大切！

校章デザイン者
内藤正徳さん

校歌作曲者
高橋浩美さん

校歌作詞者
大塚 暁さん

“居心地“居心地ののよい”よい”教育環境教育環境をを

欅台中学校
小川中学校
（旧欅台中学校）

（　）内は場所と校舎

（旧西中学校）

（旧小川小学校）

R7.4 R12.4

R9.4

西中学校

大河小学校

竹沢小学校

みどりが丘小学校

小川中学校

おがわ西小学校
R11.4

おがわ西小学校

東中学校

R4.4
東小川小学校

小川小学校

八和田小学校

小川小学校 おがわ東小学校

R11.4

新新生生「小川中学校」　「小川中学校」　 これまでの取組

開校記念式典�新しい校章や校歌、�新しい校章や校歌、
制服等、どれもすば制服等、どれもすば
らしく意欲が高まりらしく意欲が高まり
　ます。　ます。

これまでの取組

開校記念式典

�私たちは、新しい�私たちは、新しい
歴史のページを自歴史のページを自
分たちの手でつく分たちの手でつく
り上げていきます。り上げていきます。

心　を
合わせて
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次ページは「一般質問」ほか

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

町
民
登
場
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
、
た
く
さ
ん
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
７
年
12
月
定
例
会
は
、
学
校
再
編
後
の
「
２
小
学
校
の
校
名
」
や
、
今
後
10
年
間

の
町
の
未
来
図
と
な
る
「
第
６
次
総
合
振
興
計
画
の
基
本
構
想
」
な
ど
21
議
案
を
審
議

し
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
や
り
と
り
を
掲
載
し
ま
す
。

12月定例会の会議
録は令和8年3月
上旬から見られます。
二次元バーコードか
らインターネットで
[小川町議会　会議録]

と検索

知
っ
て
お
き
た
い
！ 

こ
の
数
字

Pick up!

帯状疱疹
ワクチン
約1割が

第６次
総合振興計画

Ｑ
町
と
し
て
対
象
者
の
人
数
を
一
定

程
度
把
握
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
国
の
補

助
も
入
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
増
額
と

な
っ
た
要
因
は
。

Ａ
対
象
者
は
65
歳
に
到
達
す
る
方
・

70
歳
以
上
の
５
歳
刻
み
の
年
齢
の
方
及

び
１
０
０
歳
以
上
の
方
で
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
自
体
は
対
象
者
個
人
の
判
断
に

基
づ
く
任
意
と
な
り
ま
す
。
増
額
要

因
は
、
対
象
者
へ
個
別
通
知
し
た
こ
と

に
よ
り
、
当
初
予
算
見
込
み
を
上
回
る

接
種
件
数
で
推
移
し
て
い
る
た
め
で
す
。

対
象
者
全
体
の
約
１
割
の
方
が
接
種
さ

れ
、
年
代
別
で
は
お
お
む
ね
全
て
の
年

代
の
方
が
接
種
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

Ｑ
今
後
の
予
算
の
考
え
方
は
。

Ａ
令
和
７
年
度
か
ら
開
始
し
た
事
業

で
す
の
で
、
今
年
度
の
状
況
を
分
析
し

た
上
で
８
年
度
予
算
は
適
切
に
対
応
し

ま
す
。

当
初
予
算
額 

１
９
７
万
２
千
円

対
象
者
見
積
件
数 

４
２
８
件

補
正
予
算
額 

１
８
２
万
８
千
円
増

対
象
者
追
加
見
積
件
数 

４
５
７
件
増

Ｑ
工
事
期
間
︵
令
和
８
年
10
月
末
ま

で
︶
は
、
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
の
出
入
り

が
考
え
ら
れ
る
。
駅
利
用
者
や
路
線
バ

ス
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。

Ａ
地
元
住
民
や
駅
利
用
者
へ
迷
惑
が

及
ば
な
い
よ
う
に
、
業
者
と
話
合
い
を

詰
め
必
要
な
警
備
員
を
配
置
し
て
い
き

ま
す
。

Ｑ
コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
ー
棟
利
用
者
へ

の
影
響
は
あ
る
の
か
。

Ａ
利
用
者
の
安
全

を
第
一
優
先
で
判
断

し
、
そ
の
上
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

を
止
め
な
い
よ
う
工

夫
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
工
事
中
の
振

動
・
騒
音
・
粉
塵
等

の
対
策
は
。

Ａ
関
係
法
令
に
基

づ
い
て
、
防
音
パ
ネ

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託
料

増
額
要
因
は

町
民
会
館
ホ
ー
ル
棟
の
解
体 
２
億
９
０
０
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
棟
利
用
者
へ
の
影
響
は

Ｑ
地
域
の
学
校
名
が
な
く
な
る
。﹁
お

が
わ
﹂
の
名
の
下
に
﹁
地
域
の
学
校
か

ら
、
町
全
体
の
学
校
へ
﹂
と
変
わ
っ
て

い
く
。
再
編
に
向
か
う
子
ど
も
た
ち
の

前
向
き
な
姿
を
、
町
民
全
体
に
伝
え
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
が
。

Ａ
現
在
、
学
校
再
編
に
向
け
た
取
組

と
し
て
、
交
流
会
や
合
同
で
の
行
事
等

を
実
施
し
、
自
然
に
新
し
い
環
境
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
学
校
は
継
続
し
て

工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
交
流
会
の
様
子
や
成
果
等
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
再
編
関
連
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

発
信
で
き
る
よ
う
、
学
校
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

竹小から大きなステージへ進む花竹小から大きなステージへ進む花
ちゃん。誇らしくて胸がいっぱいです。ちゃん。誇らしくて胸がいっぱいです。

再
編
に
よ
る
２
小
学
校
の
校
名
を
決
定

﹁
お
が
わ
西
小
学
校
﹂と
﹁
お
が
わ
東
小
学
校
﹂

小
川
町
立
小
学
校
・
中
学
校
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ
策
定
に
至
る
ま
で
に
ど
れ
だ
け
町

民
の
﹁
声
を
聴
き
﹂
そ
の
﹁
声
を
生
か
す
﹂

こ
と
が
で
き
た
の
か
。

Ａ
令
和
６
・
７
年
度
の
２
年
間
に
か

け
て
、
地
区
懇
談
会
︵
７
回
︶・
出
張

座
談
会
︵
１
回
︶・
審
議
会
︵
４
回
︶

を
開
催
し
、
10
月
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
い
た
だ
い

た
意
見
等
を
可
能
な

限
り
反
映
し
ま
し
た
。

ま
た
町
の
財
政
状
況

を
示
す
資
料
も
新
た

に
追
加
し
ま
し
た
。

Ｑ
概
要
版
の
作
成

は
。
ま
た
子
ど
も
向

け
の
作
成
は
考
え
て

い
る
か
。

Ａ
概
要
版
に
つ
い

て
﹁
子
ど
も
向
け
﹂

と
い
う
形
で
の
作
成

は
想
定
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
イ
ラ
ス
ト
、
文

字
サ
イ
ズ
な
ど
、
小

中
学
生
に
も
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

将
来
像
を
掲
げ
施
策
の
大
綱
を
示
す

第
６
次
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
を
定
め
る
こ
と地区懇談会（大河公民館）

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

工事中の利用制限が最小限となるように工夫を

工
事
請
負
契
約
の
締
結

関根茜さん関根茜さん 花さん花さん（靱負）（靱負）

ル
、
低
音
・
低
振
動
の
機
械
、
高
圧
の

集
塵
機
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
業
者
と

話
し
合
い
ま
す
。

Ｑ
解
体
事
業
者
と
定
期
的
に
会
議

を
開
く
中
で
、
工
程
や
進
捗
の
管
理
を
。

Ａ
定
例
会
議
の
中
で
町
の
考
え
を
含

め
て
話
合
い
、
課
題
等
が
発
生
し
た
場

合
は
、
解
決
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

地区懇談会など開催

接種済

全12回

議
員
が
質た

だ

し
た 

聞
い
て
わ
か
っ
た

私
た
ち
の
町
、
ど
う
な
っ
て
る
？ 

ここが解体されるホール棟

4
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

写
真
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

写
真
は
編
集
委
員
が
﹁
撮
る
﹂﹁
選
ぶ
﹂。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
も
工
夫
し
ま
す
。

つづく

髙
たかはし

橋功
い さ お

人議員
が町に問う！

Ｑ
猟
友
会
が
捕
獲
し
た
害
獣
の
数
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

令
和
６
年
度
の

捕
獲
数
は
イ
ノ
シ
シ
が
65
頭
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
は
72
頭
、
ア
ラ
イ
グ
マ
は
３
３
８

頭
、
ク
マ
の
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
猟
友
会
の
会
員
数
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

43
人
で
近
年
大

き
な
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。
９
割
は
男

性
で
、
町
内
在
住
者
の
平
均
年
齢
は
約

69
歳
で
す
。

Ｑ
緊
急
銃
猟
に
つ
い
て
、
猟
友
会
、

小
川
警
察
署
等
と
協
議
は
行
っ
た
の
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

緊
急
銃
猟
に
限

ら
ず
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
人
の
生
活
圏
に
害
獣
が
出
没
す
る

こ
と
が
増
加
し
た
が
、
対
策
は
あ
る
か
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

防
災
行
政
無
線

で
近
隣
住
民
に
注
意
を
喚
起
す
る
と
と

も
に
、
小
川
警
察
署
と
連
携
し
た
パ
ト

ロ
ー
ル
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
埼
玉
県
が
行
っ
て
き
た
里
山
再
生

事
業
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
が
相

次
い
で
終
了
す
る
が
、
町
と
し
て
独
自

の
支
援
策
等
を
予
算
化
で
き
な
い
か
。

Ａ
町
長　

山
林
の
管
理
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
に
森
林
環
境
贈
与
税
の
活

用
を
含
め
検
討
し
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
現
状
は

　

答 

弁
関
係
機
関
で
協
議
を

進
め
て
い
き
ま
す

猟
友
会
や
警
察

猟
友
会
や
警
察

等
と
の
協
議
を

等
と
の
協
議
を

緊
急
銃
猟

緊
急
銃
猟

里山整備に取り組むボランティア

Ｑ
当
町
に
お
け
る
犯
罪
件
数
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

令
和
７
年

10
月
末
現
在
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
１

５
７
件
で
、
前
年
同
期
に
比
べ
23
件
増

加
し
て
い
ま
す
。
侵
入
盗
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
街
頭
犯
罪
の
発
生
も
目

立
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
当
町
の
特
に
公
園
周
辺
住
民
か
ら

﹁
治
安
に
不
安
﹂
と
の
声
が
あ
る
が
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

こ
こ
数
か
月
の

間
に
、
一
部
の
公
園
内
に
お
い
て
施
設

が
燃
や
さ
れ
る
事
案
や
、
落
書
き
を
さ

れ
る
と
い
っ
た
迷
惑
行
為
が
複
数
回
発

生
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
出
来
事
が
地

域
住
民
の
不
安
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
増
や
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

街
頭
や
公

園
な
ど
の
公
共
施
設
に
設
置
す
る
防
犯

カ
メ
ラ
は
、
地
域
住
民
の
安
全
と
安
心

の
向
上
に
資
す
る
有
効
な
手
段
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
、
費
用
対
効
果
、
地
域
住
民
と

の
合
意
形
成
と
い
っ
た
観
点
に
十
分
配

慮
し
、
具
体
的
な
設
置
箇
所
の
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
女
性
の
が
ん
対
策
の
推
進
を

髙
たかはし

橋さゆり議員
が町に問う！

答 

弁
具
体
的
な
設
置
箇
所

を
検
討
中
で
す

安
全
・
安
心
な

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を

ま
ち
づ
く
り
を

防
犯
カ
メ
ラ

防
犯
カ
メ
ラ

公園の燃やされたテーブル

一般質問88のの視点視点
皆さんは
どのテーマに
関心が
ありますか？

全質問項目は小川町ホームページから見られます。議会だよりでは議員ごとに

要約版で掲載。全文（会議録）は3月上旬に公開予定です。

リニューアルオープン後の道の駅は、議会から見ても順調な滑り出しと思える。

しかし、当初のねらいである町なかへの人の誘導や町全体の賑わいはどうだろうか？

今定例会では、８人の議員が町の課題解決のための提案を行った。

防犯カメラP.7 地 域 医 療P.8 買 物 支 援P.9 こどもまんなかP.10

緊 急 銃 猟P.7 学 童 跡 地P.8 教 育 Ｄ ＸP.9 町 長 選 挙P.10

審議した主な議案

公開します 議員の賛否内訳と審議結果
○…賛成 ×…反対　

ー印…議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

議決結果はＨＰでも

見られます→

他14議案も
全員賛成で原案どおり「可決」しました

議　員　名

議　案　名

田
中 

立
男

関
根 

慶
則

田
端 

良
成

岡
部 

久
志

稲
村 

壌
治

鈴
木 

秀
尚

五
十
嵐
康
博

笠
原 

規
弘

大
戸 

久
一

田
中 

照
子

笠
原 

英
彦

髙
橋 

功
人

髙
橋
さ
ゆ
り

山
口 

勝
士

島
﨑 

隆
夫

髙
瀬
　
勉

審

議

結

果

一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採
用等に関する条例の一部改正

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−可決

町長及び副町長の給与等に関する条例及び教育委員会教育長の
給与等に関する条例の一部改正

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−可決

議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−可決

町立小学校・中学校設置及び管理に関する条例の一部改正 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−可決

第６次総合振興計画基本構想を定めること 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−可決

令和７年度一般会計補正予算（第４号） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−可決

町民会館ホール棟解体ほか改修工事請負契約の締結 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−可決

一部事務組合議会から報告 一部の行政サービスを複数の市町村が共同で行うための団体が
一部事務組合です。構成市町村の議会から議員を選出しています。

小川地区衛生組合議会
ごみ処理の広域化に向け東松山市と「新施設」整備の協議が始まる

　令和7年4月に、東松山市からごみ処理（可燃・不燃・資源）に関する広域化の申し入れがあり、広域化による長期

的・安定的な処理の在り方について、調査研究が図られてきました。

　現行のオリックス資源循環（株）への委託と比した「コストや環境負荷低減」などの効果検証を実施する中で、新た

な枠組み（東松山・小川・滑川・嵐山・ときがわ・東秩父）による新施設の整備に向けた協議が始まります。

ごみ処理

　昨年度に引き続き、人事院（国）及び人事委員会（埼玉県）からの勧告を尊重し、期末手当の引上げを行った。
　また、町長・副町長・教育長・町職員の期末手当等の引上げに関する各議案も全会一致で可決した。

議員報酬及び費
用弁償等に関する
条例の一部改正

過去には勧告に準じて「引下げ」を行ってきた経緯もある。今後も、町の将来を見据える

中で、財政状況や住民生活への影響等を総合的に判断し「議員報酬の在り方」について議

論を深めていく。Gikai's eye

議会議員の期末手当を0.05か月分引上げ
年間支給 4.60か月分➡4.65か月分議員提出議案

オガワマチのこと・ギカイのこと

「一緒に見よう、考えよう」
P10までつづきます！

Mini Interview
新校スタートから８か月

ひとこと言わせて
小川中 先生編

Vol.32４月から全員が協力してすばらしい

スタートを切ることができました。
（星野直輝 教頭先生）
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つづく

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

見
出
し
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

内
容
が
一
目
で
わ
か
り
、
記
事
を
読
み
た
く
な
る
見
出
し
を
つ
け
ま
す
。

映えるスポットの工夫を（桶川道の駅）

鈴
す ず き

木秀
ひでなお

尚議員
が町に問う！

答 

弁
公
共
施
設
を
統
合
す

る
観
点
か
ら
難
し
い
で
す

地
域
の
児
童
館

地
域
の
児
童
館

と
し
て
活
用
を

と
し
て
活
用
を

学
童
跡
地

学
童
跡
地

Ｑ
子
ど
も
の
居
場
所
は
、
徒
歩
や
自

転
車
で
行
け
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
日
常

づ
か
い
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
学

童
の
跡
地
を
児
童
館
と
し
て
活
用
で
き

な
い
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

公
共
施
設
を
整

理
・
統
合
す
る
観
点
か
ら
難
し
い
で
す
。

居
場
所
づ
く
り
に
は
、
関
係
者
の
協
働

が
不
可
欠
で
す
。

公
民
館
の
施
設
設
備
の
更
新
は

Ｑ
和
室
の
畳
の
変
色
や
壁
紙
の
剥
が

れ
等
が
見
受
け
ら
れ
る
が
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長　

公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
で
、
残
す
施
設
に
つ
い
て

は
費
用
を
か
け
て
、
機
能
を
維
持
し
魅

力
あ
る
施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
優
先
順
位
を
つ
け
て

対
処
し
て
い
き
ま
す
。

道
の
駅
の
さ
ら
な
る
進
化
を

Ｑ
﹁
道
の
駅
お
が
わ
ま
ち
﹂
と
分
か

る
映
え
ス
ポ
ッ
ト
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

指
定
管
理

者
が
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
和
紙
コ
ー
ナ
ー
の
特
別
展
示
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

今
後
も
多

彩
な
展
示
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

自己ベスト更新に励む駅伝部員

Ｑ
国
内
の
医
師
数
は
増
加
し
て
い
る

も
の
の
地
域
偏
在
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
当
町
の
現
状
と
、
将
来
の
予
測
は
。

Ａ
健
康
福
祉
課
長　

高
齢
化
が
進
む

当
町
で
は
、
総
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ

り
な
が
ら
も
、
医
療
の
相
対
需
要
は
高

水
準
を
維
持
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
地
域
医
療
を
根
源
的
に
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、
広
域
的
な
地
域
医
療
の

在
り
方
を
研
究
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
健
康
福
祉
課
長　

人
口
減
少
が
見

込
ま
れ
る
将
来
を
見
据
え
、
関
係
市
町

村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
医
療
の

支
援
の
在
り
方
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

林
野
火
災
の
撲
滅
に
向
け
て

Ｑ
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
火
災

予
防
条
例
改
正
を
促
す
べ
き
で
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
長　

現
在
調
整
し

て
お
り
、
今
年
度
中
の
条
例
改
正
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

部
活
動
へ
の
支
援
体
制
を

Ｑ
上
位
大
会
へ
の
出
場
は
、
保
護
者

に
と
っ
て
相
当
な
経
済
的
負
担
と
な
る
。

東
中
学
校
の
体
育
後
援
会
が
解
散
す
る

よ
う
だ
が
、
町
が
代
替
す
る
考
え
は
。

Ａ
教
育
長　

物
価
高
等
の
社
会
情
勢

に
応
じ
る
よ
う
、
各
種
大
会
等
参
加
費

補
助
金
要
綱
を
見
直
し
ま
す
。

笠
かさはら

原規
のりひろ

弘議員
が町に問う！

答 

弁
関
係
市
町
村
と
支
援

の
在
り
方
を
研
究
し
ま
す

広
域
的
な
医
療

広
域
的
な
医
療

の
研
究
を

の
研
究
を

地
域
医
療

地
域
医
療

田
た

端
ばた

良
よしなり

成議員
が町に問う！

Ｑ
教
育
Ｄ
Ｘ
に
対
す
る
当
町
の
基
本

的
な
考
え
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

一
人
１
台
端
末

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
効
果
的
に
活

用
し
、
児
童
生
徒
の
一
人
一
人
の
学
び

を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
を
基
本
的
な

考
え
と
し
て
い
ま
す
。

　

教
師
か
ら
の
一
方
向
的
な
授
業
だ
け

で
な
く
、
児
童
生
徒
が
意
見
を
共
有
し
、

考
え
を
深
め
合
う
双
方
向
型
・
協
働
型

の
学
び
が
進
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
当
町
に
お
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
授
業
は
実
施
し
て
い
る
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

国
の
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
で
は
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
考
え
、
組
み

立
て
る
か
と
い
う
論
理
的
思
考
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
小
学
５
年
生
の
算
数
﹁
多

角
形
の
作
図
﹂
や
６
年
生
の
理
科
﹁
電

気
の
性
質
の
働
き
﹂
な
ど
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
も
活
用
し
、
友
達
と
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
確
か
め
、
よ

り
よ
い
方
法
を
探
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
が
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
考

え
、
解
決
し
て
い
く
力
の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

答 

弁
一
人
一
人
の
学
び
を

よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
で
す

当
町
の
基
本
的

当
町
の
基
本
的

な
考
え
は

な
考
え
は

教
育
Ｄ
Ｘ

教
育
Ｄ
Ｘ

ＤＸで進む双方向型・協働型の学び

笠原地区地域福祉懇談会で課題を共有

山
やまぐち

口勝
かつ

士
し

議員
が町に問う！

答 

弁
﹁
移
動
販
売
車
﹂実
現

へ
協
議
を
重
ね
ま
す

一
日
も
早
い

一
日
も
早
い

事
業
の
実
現
を

事
業
の
実
現
を

買
物
支
援

買
物
支
援

Ｑ
高
齢
者
の
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

﹁
買
物
支
援
﹂
へ
の
希
望
が
大
き
い
。
一

日
も
早
く
﹁
買
物
支
援
﹂﹁
移
動
販
売
車
﹂

を
実
現
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

移
動
販
売
車

に
よ
る
買
物
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
外

出
や
交
流
の
機
会
が
増
え
、
フ
レ
イ
ル

予
防
や
閉
じ
こ
も
り
予
防
な
ど
介
護
保

険
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
が
竹
沢
地
区

で
、
地
域
と
の
﹁
福
祉
懇
談
会
﹂
か
ら
、

丁
寧
に
実
態
を
把
握
し
﹁
移
動
販
売
車
﹂

実
現
へ
の
調
整
を
進
め
て
い
る
こ
と
も

承
知
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
移
動
販

売
の
普
及
に
向
け
て
、
調
整
・
協
議
を

重
ね
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
が
実
感
す
る
道
の
駅
に

Ｑ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
テ
レ
ビ
放
映
で
、
道
の

駅
の
評
判
や
情
報
は
広
が
っ
て
い
る
。

一
方
﹁
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
﹂﹁
混

ん
で
い
る
よ
う
だ
か
ら
も
う
少
し
た
っ

て
か
ら
﹂と
い
う
町
民
の
声
も
多
い
。﹁
町

民
デ
ー
﹂
な
ど
の
工
夫
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

現
在
ま
で

町
内
外
の
多
く
の
方
の
ご
利
用
が
あ
り
、

時
間
を
か
け
て
遠
方
か
ら
来
る
方
も
い

る
の
で
﹁
小
川
町
民
デ
ー
﹂
と
し
て
の

企
画
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

今まで違う学校の生徒同士だったと

は思えないほど仲が良くて驚いてい

ます！（松本沙耶香先生）
お互いの体と心を大切に、

協力して学校生活を送っています。
（関口安希先生）

笑顔と活気があふれる

学校にしていってほしい

です。（事務 小林裕介さん）

８か月でこんなに仲良くなれるとは！

新校になって、より活気あふれる

学校になりました。（岩嵜光希先生）
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次ページは「わたしのまんなか」ほか

岡
お か べ

部久
ひ さ し

志議員
が町に問う！

Ｑ
１
期
目
の
総
括
、
公
約
の
達
成
状

況
は
。

Ａ
町
長　

ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し

て
い
る
状
況
で
す
が
﹁
人
・
町
・
未
来

が
輝
く
小
川
町
﹂
の
実
現
に
向
け
、
重

要
な
施
策
を
一
つ
一
つ
前
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
今
後
、
進
め
る
べ
き
重
要
施
策
は
。

Ａ
町
長　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

と
い
う
歴
史
的
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
町
内
企
業
の
活
性
化

と
企
業
誘
致
、
道
の
駅
を
中
心
と
し
た

観
光
の
活
性
化
、
関
係
・
交
流
人
口
の

増
加
と
移
住
定
住
の
促
進
を
通
じ
、
税

収
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
同
時

に
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
に
は
、
公

共
施
設
の
統
廃
合
や
縮
小
、
Ｄ
Ｘ
の
推

進
等
効
率
的
な
行
政
を
目
指
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
町
民
が
﹁
こ
の
町
に
住
み

続
け
た
い
﹂
と
思
う
魅
力
的
な
町
に
す

る
た
め
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉

の
充
実
、
防
災
・
減
災
対
策
と
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

Ｑ
次
期
町
長
選
挙
へ
の
出
馬
は
。

Ａ
町
長　

町
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
町
と
す
る
た
め
、
町
職
員
と

一
丸
と
な
り
、
引
き
続
き
、
町
政
運
営

の
重
責
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

答 

弁
引
き
続
き
町
政
の
重

責
を
担
い
た
い
と
考
え
ま
す

次
期
選
挙
へ
の

次
期
選
挙
へ
の

出
馬
は

出
馬
は

町
長
選
挙

町
長
選
挙

進化を続ける道の駅

島
しまざき

﨑隆
たか

夫
お

議員
が町に問う！

Ｑ
﹁
こ
ど
も
ま
ん
な
か
﹂
と
い
う
言

葉
と
﹁
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
﹂
の
理

念
や
考
え
方
の
周
知
は
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長　

子
ど
も
や
若

者
の
視
点
に
立
ち
、
最
善
の
利
益
を
第

一
に
考
え
、
全
て
の
子
ど
も
が
健
や
か

に
成
長
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社

会
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
子
ど
も
が
関
わ
る
事
業
や

活
動
で
伝
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
子
育
て
支
援
課
以
外
の
﹁
課
﹂
と
の

連
携
や
協
力
体
制
は
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長　

子
ど
も
施
策

を
町
全
体
で
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

こ
の
理
念
に
基
づ
い
た
施
策
の
実
施
を

他
の
課
と
連
携
し
、
協
力
体
制
を
図
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
社
会
全
体
で
推

進
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
角
度
か
ら
連

携
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
の
進
捗
は
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長　

国
の
施
策
に

お
け
る
動
向
を
注
視
し
、
次
年
度
予
算

概
要
に
示
さ
れ
た
５
つ
の
柱
な
ど
も
研

究
し
つ
つ
﹁
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
﹂

が
担
う
相
談
体
制
の
確
保
や
支
援
体
制

の
強
化
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

﹁
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
支
援
制
度
﹂
を

開
始
す
る
な
ど
、
今
、
必
要
と
さ
れ
る

こ
と
を
迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

答 

弁
子
ど
も
が
関
わ
る
事

業
等
で
伝
え
て
い
き
ま
す

理
念
や
考
え
方

理
念
や
考
え
方

の
周
知
は

の
周
知
は

こ
ど
も
ま
ん
な
か

こ
ど
も
ま
ん
な
か

こどもまんなか発信拠点「ココット」

 シリーズ

新
体
制
で
動
き
出
し
た
任
期
後
半
の
２
年
間
。早
期
実
現
が
必
要
な「
物
価
高
騰
対
策
」や
、

新
体
制
で
動
き
出
し
た
任
期
後
半
の
２
年
間
。早
期
実
現
が
必
要
な「
物
価
高
騰
対
策
」や
、

次
期
「

次
期
「
1414
人
議
会
」
に
向
け
た
取
組
な
ど
、
息
つ
く
暇
も
な
く

人
議
会
」
に
向
け
た
取
組
な
ど
、
息
つ
く
暇
も
な
く
!?!?
充
実
し
た
議
会
活
動
が

充
実
し
た
議
会
活
動
が

続
い
て
い
ま
す
。
飛
躍
の
「
午
年
」
を
好
機
に
、

続
い
て
い
ま
す
。
飛
躍
の
「
午
年
」
を
好
機
に
、
1616
人
の
歩
み
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

人
の
歩
み
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　12月15日付で髙瀬議長から議会運営委員会に対し、次期「14人議会」の円滑な
スタートに向けて、５項目の諮問がされ、早速、１月６日に議論が始まりました。具

体のやり取りは次号から詳報していきます。　　　

議員定数【14】に向けて！
「委員会構成」などの検討を諮問！！

　昨年のプレ地区懇談会の経験を生かし、新生・広聴委員会の下で、懇談会・意見

交換会の本格実施に向けた準備が進んでいます。記念すべき第1回目の懇談相手は

各地区の「老人クラブ」の皆さんに決定！　4月中下旬を目途に開催します。

老人クラブの声を町政へ！
「広聴特別委員会」が始動！！

　去る12月11日に、物価高騰対策

として国から受ける「重点支援地方

交付金」の使途について、過去に実

績がある「水道料金の減免」や「プ

レミアム付き商品券」「学校給食支

援」などの早期実施を強く要望しま

した。

※�1月19日に臨時会が開催されま

した。

物価高騰対策！
町に「水道料金の減免」などを要望！！

和紙作家・中島知子さんの手解きで無事に？完成

　11月27日の「小川和紙の日」

に行われた小川中学校開校記念

式典に花を添えるべく、事前に

全議員で「和紙コサージュ」を

制作し、着用しました。

　議会は、新生・小川中学校の

さらなる発展に向けて、共に歩

みを進めていきます。

 ○祝小川中学校開校記念式典！
議員手製の「和紙コサージュ」を着用！！

西中と欅台中の生徒の心が一つに

なって、明るく元気のある生活が始

まりました。これからの成長が楽し

みです。（吉澤明子先生）

西中と欅台中が合併して早８か月。

新しい伝統を築いていくのは君たちだ！

日本一の学校を創り上げよう！
　　（中澤逸郎先生）

島田町長と物価高騰対策の早期実現を約束
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表
紙
に
使
用
し
て
い
る
画
像
は
、
小
川
和
紙
の
﹁
透
か
し
入
り
和
紙
︵
青
海
波
︶﹂
で
す
。
青
海
波
と
は
半
円
形
を
同
心
円
状
に
重
ね
た
波
形
の
模
様
の
こ
と
で
、
伝
統
的
な
和
柄
の
１
つ
で
す
。

読 む伝える

新生「小川中学校」と学校再編
一般質問 「８議員」の視点

 「物価高騰対策」の早期実現へ

P. 2～3

P. 6～10

P. 11

紙面で

議会の紹介

こ
ど
も
ま
ん
な
か

小川中学校編

見 る魅せる動画で

令和7年12月定例会
会期：12月3日～11日No.118
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小川中学校生徒会役員の皆さん

わ

い

が

ぎ
か

こどもまんなか（小川中学校編）裏表紙に関連記事

お
が
わ
ぎ
か
い
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  0493-72-1221   FA
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わたしの「まんなか」

き

く×つなぐ
議員の

819人

議員がインタビューした町民皆さんの数

（★印は今号取材）

※2016年５月リニューアル号
　（No.79）以降の合計人数

西中学校と欅台中学校が統合し、

小川中学校としてスタートしてから

10か月が過ぎました。これまでの２

校のよき伝統・文化を継承しつつ、教職員、生徒、

保護者、地域の皆様と、将来自分の母校として誇れ

る学校づくりの第１歩を踏み出しました。

　特に、生徒たち一人一人が、１期生、２期生、３期

生という高い意識を持ち、小川中学校のよき伝統・文

化の基礎づくり、よき歴史の最初の１ページを創るた

めに、これまで授業や生徒会活動、行事等に一生懸

命に取り組んできました。その成果もあり、小川中学

校の１年目がとてもすばらしいものになっていると感

じています。

　令和12年度の東中学校との統合に向けた準備を円

滑に進めるためには、そして、よりよい小川中学校を

創り上げていくためには、保護者・地域の皆様からの

ご支援、ご協力が必要です。今後ともよろしくお願い

申し上げます。

１年生・２年生・３年生が縦割りで取り組んだ合唱祭

自分の母校として誇れる小川中学校に

〜９歳 10代 30代 60代20代 50代40代 70代 80歳〜

24人 117人 80人 122人 131人134人 103人86人 22人

★

★ ★

★

★
★

★

小川中学校

大野光男校長先生

次の定例会は ※日程は変更になる場合があります。

　詳しくは小川町ホームページへ

● 今号の表紙 ●
最高の小川中学校に

「みんなが仲よく過ごしやすい学校に

したい」とやる気に満ちた生徒会の

皆さん　応援しています! !

編集後記
この議会広報紙「おがわぎかい」が全国の市町村から認められて、毎月
のように視察を受けています。その度に感じるのが、同じように課題を抱え、
それを何とかしようと奮闘している姿です。広報を編集しながら、課題を
整理し解決する道筋を見い出していければと思います。（鈴木秀尚）

高齢者や視覚の弱い方にも配慮したＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています

発行責任者：小川町議会議長　髙瀬　勉
編　　　集：議会広報発行特別委員会
　　　　　　委員長　髙橋功人　副委員長　鈴木秀尚
　　　　　　委　員　田中照子・笠原規弘・関根慶則
　　　　　　　　　　田中立男・田端良成

午前10時 開会予定2 26 日（木）〜月

★


